
第６学年 社会科学習指導案 

時間・場所   校時 ６年２組教室 

学 級    ６年２組３４名（男子１５名、女子１９名） 

授業者    金 子  徹 也  

１ 単元名    平和で豊かな暮らしを目ざして 

２ 単元の目標 

・ 戦後、人々がどのような願いをもち、どのような社会を目ざしていったのかについて関心をもち、

積極的に調べようとしている。               【関心・意欲・態度】 

・ 産業や経済の発展と、社会や人々の暮らしの変化とを関連づけて考えることができる。  

【思考・判断・表現】 

・ 戦後の社会や暮らしの変化について、資料を読み取ったり身近な人から聞き取りをしたりして調べ、

まとめることができる。                  【観察・資料活用の技能】 

・ 国民生活が向上したことや、国際社会の中で日本が重要な役割を果たしてきたことを理解すること

ができる。                         【知識・理解】 

３ 児童生徒について 

   児童は、４月から行った歴史学習に興味をもって学習に取り組んでおり、普段から予習や復習を 

行ったり、歴史に関する本を読んだりする児童も多い。発表はまだまだであるが、キーワードを元 

に少しづつ自分の力で課題解決に向けて努力するようになってきた。しかし、なかなか自分の考え 

に自信が持てず、上手く話し合ってまとめたり、折り合いをつけたりする力が弱いところがある。 

４ 指導計画 

（１） 戦争が終わったころの暮らしの様子や人々の願いを調べ、戦後、どのような 

社会が目ざされたのかについて調べていく学習問題を設定する。………１時間 

（２） 日本国憲法が制定され、さまざまな改革が進められていく過程を調べ、日本が 

目ざした新しい社会の在り方について考える。        ………１時間 

（３） 日本が独立を回復したことや東京オリンピックが開催されたことなどを調べ、 

日本が国際社会に復帰した過程を理解する。         ……１時間（本時１／６） 

（４） 産業や経済が急速に発展した様子を調べ、それに関連して社会の様子や人々の 

暮らしがどのように変化していったのかを考える。      ………１時間 

（５） 歴史の学習をふり返り、戦後の近隣諸国との関係や残された課題について調べ、 

現在やこれからの社会の在り方について考える。       ………２時間 

５ 本時について 

（１） 目 標 

日本が独立を回復したことや東京オリンピックが開催されたことなどを調べ、日本が国際社会 

に復帰した過程を理解することができる。 

（２） 本時の評価規準 

【思考・表現】 

戦後、約２０年経過して行われた東京オリンピックの意義について、当時の日本の人々の気持



ちになって考えることができる。 

 （３）研究に関わって 

    本時では特に東京オリンピックが戦後に開催されたことの意味について話し合いをさせ、それ 

ぞれのグループでの考えを交流させることで内容の理解を深めさせたい。 

 （３）本時の展開 

段

階 

学  習  活  動 指導上の留意点 

♦評価の観点 ☆復興教育の観点♢特別支援の観

点 

 

導 

 

入 

 

７ 

分 

１ 敗戦時の写真と東京オリンピック（１９６４）の写真と 

を見比べて思ったことや考えたことを話し合う。 

 

２ 本時の学習課題を設定する。 

 

☆わずか２０年の間に、どのようにして国際社

会に復帰していったのか、また復興していっ

たのか考えさせる。 

 

・リオオリンピックの写真やメダル数とも比較

し考える。 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

30 

分 

３ 学習課題について調べる。 

（１）教科書を読み、日本が独立を回復した経緯をつかむ。 

 ・１９４５・・・国際連合がつくられる 

 ・１９５１・・・世界の４８か国と平和条約（独立回復） 

 ・１９５６・・・国際連合への加入が認められる。 

         （国際社会へ復帰）        等

（２）東京オリンピックが開催されるまでの経緯や、当時の 

人々の思いについて調べる。 

 

（３）東京オリンピックが開催されたことの意味を考え、話 

し合う。 

 ・ペアで交流する。 

 ・全体で発表する。 

 

・ここでは日本が独立を回復した経緯にとどめ 

その内容にはあまり深入りしないようにする 

 

 

・戦後の年表を使ってオリンピックが開催され 

るまでの国内外の動きに着目させる。 

・体育の日がなぜ 10 月 10 日になったのかを子 

どもたちに伝える。 

・オリンピックが開催される国には、どういう

こ 

とが大切なのかと問いかけ、諸外国と平和な

関 

係を築いてきたことや経済が発展してきたこ 

ととの関連に気づかせたい。 

日本はどのように独立を回復し、国際社会に

復帰していったのだろう。 



 

終 

 

末 

 

 

 

８ 

分 

４ 課題のまとめ 

 ・本時の学習内容をまとめる。 

 

 

 

５ 学習の振り返り 

（１）ノートに書く。 

（２）発表する。 

６ 次時の予告をする。 

 

 

 

 

♦ 日本が独立を回復し、その後も東京オリンピ 

ックを開催するまでに国際社会での地位を向 

上させていった経緯を理解している。 

【知識・理解→ノート・発言】 

・次時は産業の発展と国民生活の変化について学 

 習することを伝える。 

  

日本は、1951 年に独立を回復し、その後国際連合にも加入して、敗戦から 20 年足らず

で国際的な大会を開くまでになった。 


